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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第２四半期
連結累計期間

第20期
第２四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 8,569 8,736 16,949

経常利益 （百万円） 889 673 1,649

四半期（当期）純利益 （百万円） 551 401 1,031

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 550 392 1,030

純資産額 （百万円） 5,341 5,219 5,589

総資産額 （百万円） 7,814 8,178 8,487

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 33.22 25.33 62.12

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.1 63.5 65.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 451 457 942

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △205 △92 △762

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △406 △729 △333

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 3,823 3,486 3,839

 

回次
第19期
第２四半期
連結会計期間

第20期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 17.34 16.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における日本経済は、政府の経済政策や金融緩和策により円安・株高が進み、景気回

復の兆しがみられるものの、輸入物価の上昇を背景とした国内物価への上昇圧力や４月以降の消費税率の引き上げ

による個人消費低迷の懸念等、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界では、消費税増税や建築費高騰等の影響により、パチンコ

ホールのグランドオープン案件が減少するなど、盛り上がりに欠ける状況が続きました。

　こうした環境下で、当社グループでは主力の広告事業において販売シェアを拡大していくため取引顧客数の更な

る増加に向けて取組むとともに、前期末に連結子会社化した通販業界を主要顧客とする株式会社ユーアンドユー

（以下、ＵＵ社）において、新たな体制と今後の営業戦略の構築を進めてまいりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は8,736百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は657百万円

（同△25.9％減）、経常利益は673百万円（同△24.3％減）、四半期純利益は401百万円（同△27.3％減）となりま

した。

　なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

 

（広告事業）

　当第２四半期連結累計期間のパチンコホール広告市場は、一昨年来の広告規制に伴う需要の低迷に加えて、例年

期待されるゴールデンウィーク前のパチンコホールのグランドオープン件数が極端に減少した結果、新店告知需要

が大幅に減少し、また消費税増税の影響の見極めのため、各ホール企業とも積極的な集客活動を手控えた影響等も

重なり、全体としての広告需要は期初の予想以上に減少して推移いたしました。

　こうした環境下において、当社は、取引顧客数の更なる増加に向けた広告提案活動を強化する一方で、デザイン

業務の効率化によるコスト削減に向けて取組んでまいりました。また、ＵＵ社において、新たな体制と今後の営業

戦略の構築を進めてまいりました。

　その結果、広告事業の売上高は、前期末に新規連結したＵＵ社の売上高510百万円が寄与し、8,661百万円（前年

同期比2.3％増）となりましたが、主としてパチンコホール広告の売上高減少に伴うマージン減少の影響により、

セグメント利益は848百万円（同△19.6％減）となりました。

 

（不動産事業）

　当第２四半期連結累計期間においては、連結子会社の㈱ランドサポート（以下、ＬＳ社）において、既契約で継

続中の２件の賃貸案件のほか、賃貸物件仲介案件（仲介手数料売上合計１百万円）を成約いたしました。

　その結果、不動産事業の売上高は74百万円（前年同期比△24.8％減）、セグメント利益は29百万円（同△14.9％

減）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益637百万円を計上した一方で、前期決算に係

る法人税等の納付額△301百万円があったこと等により457百万円の収入（前年同期は451百万円の収入）となりま

した。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定資産の取得による支出△79百万円があったこと等によ

り△92百万円の支出（前年同期は△205百万円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得△551百万円、前期決算に係る期末配当金の支払△232百

万円があったこと等により△729百万円の支出（前年同期は△406百万円の支出）となりました。

　これらの結果、現金及び現金同等物は当第２四半期において△352百万円減少し、3,486百万円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,400,000

計 66,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年10月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,700,000 15,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 15,700,000 15,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年８月29日

（注）
△900,000 15,700,000 － 751 － 1,063

（注）自己株式の消却による減少であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アセット・マネジメント・アドバイザーズ

株式会社

東京都港区浜松町１-30-５

 
5,180,000 32.99

ビ－ビ－エイチ　フイデリテイ　ピユ－リ

タン　フイデリテイシリ－ズ　イントリン

シツク　オポチユニテイズ　フアンド

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

行）　　

東京都千代田区丸の内２－７－１

 

 

 

 

800,000 5.09

ジャパンプリント株式会社 東京都羽村市神明台４－９－12 480,000 3.05

山　本　正　卓 東京都港区 386,400 2.46

ステート　ストリート　バンク　アンド　

トラスト　カンパニー　505224

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営

業部）

東京都中央区月島４－16－13

 

 

 

375,000 2.38

梅　田　美　智　子 京都府京丹後市 362,900 2.31

完　山　敏　錫 愛知県名古屋市東区　 320,000 2.03

ゲンダイエージェンシー株式会社

従業員持株会　

東京都新宿区西新宿３－20－２

東京オペラシティビル29Ｆ　
282,700 1.80

翟　林瑜 大阪府和泉市 193,500 1.23

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 154,100 0.98

計 － 8,534,600 54.36

（注）エムエムアール　エルエルシーから、平成26年９月５日付で関東財務局超に提出された大量保有報告書（変更

報告書）により、平成26年８月29日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社とし

ては平成26年９月30日時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてお

りません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は、以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済数式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

エフエムアール　エルエルシー
米国 02210 マサチューセッツ州ボストン、

サマー・ストリート245
1,175,000 7.48
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,698,100 156,981 －

単元未満株式 1,900 － －

発行済株式総数 15,700,000 － －

総株主の議決権 － 156,981 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,804 3,448

受取手形及び売掛金 2,226 2,244

有価証券 - 100

繰延税金資産 29 26

その他 151 183

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 6,210 6,001

固定資産   

有形固定資産   

土地 767 767

その他（純額） 125 151

有形固定資産合計 893 918

無形固定資産 259 321

投資その他の資産 1,124 937

固定資産合計 2,277 2,176

資産合計 8,487 8,178

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,289 1,346

短期借入金 600 100

1年内返済予定の長期借入金 156 260

未払法人税等 318 256

その他 238 257

流動負債合計 2,601 2,220

固定負債   

長期借入金 270 720

資産除去債務 16 8

その他 10 10

固定負債合計 296 738

負債合計 2,898 2,959

純資産の部   

株主資本   

資本金 751 751

資本剰余金 1,063 1,063

利益剰余金 3,752 3,369

株主資本合計 5,567 5,184

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5 5

その他の包括利益累計額合計 5 5

少数株主持分 15 28

純資産合計 5,589 5,219

負債純資産合計 8,487 8,178
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 8,569 8,736

売上原価 6,522 6,774

売上総利益 2,047 1,962

販売費及び一般管理費 1,159 1,304

営業利益 887 657

営業外収益   

受取利息 1 3

受取配当金 0 0

為替差益 2 16

還付加算金 0 －

その他 2 2

営業外収益合計 7 22

営業外費用   

支払利息 4 4

その他 0 2

営業外費用合計 4 7

経常利益 889 673

特別利益   

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失   

固定資産売却損 － 0

投資有価証券評価損 － 22

事務所移転費用 － 14

特別損失合計 － 36

税金等調整前四半期純利益 890 637

法人税、住民税及び事業税 322 244

法人税等調整額 19 △0

法人税等合計 342 244

少数株主損益調整前四半期純利益 548 392

少数株主損失（△） △2 △8

四半期純利益 551 401
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 548 392

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1 △0

その他の包括利益合計 1 △0

四半期包括利益 550 392

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 553 401

少数株主に係る四半期包括利益 △2 △8
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 890 637

減価償却費 34 34

のれん償却額 － 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △1 △3

支払利息 4 4

為替差損益（△は益） △2 △16

投資有価証券評価損益（△は益） － 22

売上債権の増減額（△は増加） 51 △11

たな卸資産の増減額（△は増加） △5 △11

仕入債務の増減額（△は減少） 72 58

その他 △34 23

小計 1,008 759

利息及び配当金の受取額 0 4

利息の支払額 △4 △6

法人税等の支払額 △553 △301

営業活動によるキャッシュ・フロー 451 457

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △34 △79

有形固定資産の売却による収入 1 1

無形固定資産の取得による支出 △0 △66

投資有価証券の取得による支出 △204 △0

投資有価証券の売却による収入 － 30

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △34

敷金及び保証金の回収による収入 11 40

その他 20 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △205 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △500

長期借入れによる収入 － 700

長期借入金の返済による支出 △174 △167

自己株式の取得による支出 － △551

配当金の支払額 △232 △232

少数株主からの払込みによる収入 － 21

財務活動によるキャッシュ・フロー △406 △729

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △157 △352

現金及び現金同等物の期首残高 3,981 3,839

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,823 3,486
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、新規に設立した株式会社エンサインアド及び株式を取得した株式会社エルイー

ディーの２社を、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

投資その他の資産 5百万円 5百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

従業員給与手当 566百万円 627百万円

福利厚生費 85百万円 116百万円

旅費交通費 68百万円 71百万円

地代家賃 87百万円 94百万円

減価償却費 25百万円 25百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 3,815百万円 3,448百万円

担保に供している定期預金 △5百万円 △5百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △25百万円 －百万円

短期貸付金（現先取引） 37百万円 42百万円

現金及び現金同等物 3,823百万円 3,486百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月12日

取締役会
普通株式 232 2,800 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月18日

取締役会
普通株式 232 14 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月18日

取締役会
普通株式 232 14 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月17日

取締役会
普通株式 235 15 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成26年４月18日開催の取締役会において、会社法第459条第１項第１号の規定による当社定款

の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項を決議し、普通株式900,000株を551百万円にて取得いたしまし

た。また、平成26年８月29日付で、保有する自己株式900,000株全株を消却した結果、第２四半期連結累計

期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ551百万円減少いたしました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 広告事業 不動産事業 計

売上高      

(1）外部顧客への売上高 8,469 99 8,569 － 8,569

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 8,469 99 8,569 － 8,569

セグメント利益 1,055 34 1,090 △203 887

（注）１．セグメント利益の調整額△203百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△203百万円でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 広告事業 不動産事業 計

売上高      

(1）外部顧客への売上高 8,661 74 8,736 － 8,736

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 8,661 74 8,736 － 8,736

セグメント利益 848 29 878 △220 657

（注）１．セグメント利益の調整額△220百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△220百万円でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（金融商品関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 33円22銭 25円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 551 401

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 551 401

普通株式の期中平均株式数（株） 16,600,000 15,837,238

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成26年10月17日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………………235百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………平成26年12月８日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年10月23日

ゲンダイエージェンシー株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 手塚　正彦　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 森田　浩之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゲンダイエー

ジェンシー株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年

７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゲンダイエージェンシー株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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